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水田の稲穂
 
 羽水田は、多摩川の水を使用する最上流域にある面積約55,000㎡の水田です。
6月8日(土)、市内小学校５年生の児童約４００人が農業委員や稲作体験研究会、
水田を所有する農家の指導の下で稲作体験を行いました。
稲が大きく育ち収穫するのが楽しみです。
 羽水田には、水稲の他、牡丹、シャクヤク、大賀ハスなどの景観植物もあり、
市民の憩いの場のひとつになっています。



　

羽
村
市
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業
委
員
会

　
　

委
員　

宮
本　

健
司

　

バ
タ
ー
の
需
要
は
ど
の
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。

戦
前
の
ウ
イ
ー
ン
出
身
の
軍
人
の
伝
記
を
読
ん

で
い
た
ら
朝
食
の
パ
ン
に
バ
タ
ー
が
塗
れ
な
い

く
ら
い
、
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
圏

で
は
ラ
イ
麦
パ
ン
と
バ
タ
ー
は
最
低
限
の
こ
と

な
の
だ
と
判
る
。
こ
れ
が
イ
タ
リ
ア
に
な
る
と

バ
タ
ー
の
重
要
性
は
低
く
な
り
家
庭
の
主
婦
が

菓
子
の
材
料
と
し
て
使
う
程
度
に
な
る
。
こ
れ

は
日
本
と
似
て
い
て
バ
タ
ー
は
必
須
の
食
材
と

は
な
っ
て
い
な
い
。

　

国
産
バ
タ
ー
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
０
年
代
後
半
に
乳
製
品
の
中
で
も

バ
タ
ー
だ
け
が
目
立
っ
て
高
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

２
０
１
０
年
前
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に

数
回
行
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
棚
に
行
く
と

バ
タ
ー
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
輸
入
品
だ
っ
た
。
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価
格
は
日
本
の
１
／
３
程
度
で
バ
タ
ー
だ
け
が

割
高
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
農
業
政
策
が

成
功
し
て
い
る
と
は
云
え
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

さ
え
こ
の
と
お
り
だ
か
ら
、
割
高
な
国
産
バ

タ
ー
は
日
本
独
自
の
も
の
だ
と
知
っ
た
。

　

指
定
団
体
制
度
は
１
９
６
６
年
に
発
足
し
た
。

国
産
バ
タ
ー
の
9
割
は
北
海
道
内
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
製
品
な
の
で
北
海
道
産
と
い
え
る
。
60
年

前
は
問
題
は
な
か
っ
た
が
道
内
の
乳
牛
農
家
が

減
少
す
る
に
つ
れ
て
問
題
が
出
て
き
た
。
２
０

１
４
年
11
月
に
は
全
国
の
ス
ー
パ
ー
で
商
品
棚

に
バ
タ
ー
が
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。

下
図
は
国
産
バ
タ
ー
の
構
造
を
私
な
り
に
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
貿
易
、
輸
入
バ
タ
ー

に
つ
い
て
は
紙
面
が
足
ら
な
い
の
で
ご
容
赦
願

い
た
い
。
こ
の
指
定
団
体
制
度
の
起
源
は
戦

前
・
戦
中
の
計
画
経
済
、
統
制
経
済
に
あ
り
、

個
々
の
農
家
や
消
費
者
の
視
点
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
消
費
者
が
買
っ
て
く

れ
な
け
れ
ば
経
済
は
回
ら
な
い
か
ら
、
国
産
バ

タ
ー
は
大
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
近
の
円
安
相
場
で
外
国
人
観
光
客
を
多
く

見
か
け
る
。
彼
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ス
ー

パ
ー
に
も
行
く
だ
ろ
う
。
商
品
棚
に
高
級
品
で

も
な
い
国
産
バ
タ
ー
を
み
て
自
国
よ
り
も
高
い

こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。
台
湾
の
よ
う
に
乳
製
品

全
体
が
高
い
な
ら
判
り
や
す
い
が
、
バ
タ
ー
だ

け
高
い
の
は
不
思
議
に
見
え
る
だ
ろ
う
。

国
産
バ
タ
ー
の
迷
走

輸入
国家貿易

  バター不足

需要を満たすだけの
ギリギリ供給

輸入量拡大
指定団体制度

国内生産

酪農団体が輸入に反対



　
7
月
24
日
、
農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究

会
が
新
宿
南
新
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
農
業
者

年
金
加
入
推
進
委
員
の
阿
部
委
員
と
事
務
局

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
た
め
の
年
金

で
す
。
積
立
方
式
で
加
入
者
や
受
給
者
数
に

左
右
さ
れ
に
く
い
公
的
年
金
で
す
。
保
険
料

は
、
将
来
の
自
ら
の
年
金
給
付
費
に
な
り
ま

す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
加
入

者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

老
後
に
備
え
、
貯
金
を
す
る
感
覚
で
加
入
し

て
、
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

支
払
う
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。

　

運
用
益
も
非
課
税

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

 
　　
広
報
研
究
会

　

農
業
委
員
の
業
務
に
は
、
農
業
者
に
情
報

を
知
ら
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
が
あ
り
ま
す
。

9
月
５
日
、
広
報
研
究
会
が
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
宿
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
農
政
だ
よ
り
編
集
委
員
長
の
宮
本
委
員

と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
農
家
を
つ
な
ぐ
情
報
活
動
に
つ
い

て
や
、
農
政
だ
よ
り
の
取
り
組
み
、
普
及
の

方
法
な
ど
、
広
報
活
動
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　　
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修
会

　　
8
月
23
日
、
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修

会
が
羽
村
市
役
所
西
分
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
で
は
、
熱
中
症
対
策
を
強
化
し
て
お

り
、
今
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ウ
ェ
ブ
研
修
会
に
な
り
、
農
業
委
員
と
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
農
業
委
員
会
活
動
の
推
進

と
し
て
各
農
業
委
員
会
で
の
法
令
処
理
件
数

や
、
国
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
東
京
都
の

農
業
振
興
施
策
と
し
て
、
認
定
農
業
者
向
け

の
支
援
策
や
令
和
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
東
京
型
ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
化
促
進
事

業
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
制
度
や
情
報
を
広
く
学
び
農
業
者

に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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西
多
摩
の
農
業
委
員
会
会
長
と

　　
三
農
業
協
同
組
合
に
よ
る
意
見
交
換
会

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会 

　

９
月
10
日
、
西
多
摩
地
区
に
お
け
る
農
業

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が

西
多
摩
農
業
協
同
組
合
本
店
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
西
多
摩
地
区
で
農
業
委
員
会
が
あ
る

羽
村
市
・
福
生
市
・
瑞
穂
町
・
あ
き
る
野

市
・
青
梅
市
・
日
の
出
町
の
農
業
委
員
会
会

長
と
、
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
・
Ｊ
Ａ
西
東
京
・
Ｊ

Ａ
あ
き
が
わ
の
組
合
長
が
出
席
し
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



　農
産
物
直
売
所
出
張
販
売
を

　実
施
し
ま
し
た

　　
6
月
28
日
、
羽
村
市
役
所
正

面
玄
関
前
に
て
羽
村
市
農
産
物

直
売
所
出
張
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、

旬
の
野
菜
が
５
８
３
点
並
び
、

１
３
８
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
12
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

　
市
内
農
地
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ

シ
ン
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
「
箱
わ

な
」
を
設
置
す
る
農
作
物
獣
害
防
止
対
策
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
を
寄
せ
付
け
ず
、
大
切
な
畑
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
市
の
委
託
業
者
に
よ
る
設
置
・
回
収

・
貸
出
期
間
約
２
週
間

・
費
用　

無
料

・
令
和
7
年
1
月
31
日
ま
で

　
　

　

問
合
せ　

産
業
振
興
課
農
政
係

 
 

０
４
２-

５
５
５-

１
１
１
１
（
内
６
６
３
）

　

箱わな：サイズ
  間口/26㎝  
  高さ/30㎝
  奥行/90㎝
  重量/4㎏

　
そ
の
他
の
主
な
活
動

7
月

　
　

6
日
・
７
日　
あ
さ
が
お
・
ほ
お
ず
き
市

　
　

25
日　
農
業
委
員
会
総
会

　
　

26
日　
農
業
団
体
協
議
会
役
員
会

8
月

　
　

21
日    

農
業
団
体
協
議
会
役
員
・
理
事
会

　
　
　
　
　

 

農
業
展
運
営
委
員
会

　
　

23
日　
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修
会

　
　

26
日　
農
業
委
員
会
総
会

　
　

30
日　
大
賀
ハ
ス
再
生
事
業
会
議

9
月

　
　

5
日　
広
報
研
究
会

　
　

10
日　
西
多
摩
の
農
業
委
員
会
会
長
と

　
　
　
　
　
三
農
業
協
同
組
合
に
よ
る
意
見
交
換
会

　
　

19
日　
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
回
収

　
　

25
日　
農
業
委
員
会
総
会

　令
和
６
年
度

　長
期
継
続
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

（
公
財
）
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
が
主

催
し
て
い
る
東
京
の
青
空
塾
事
業
「
援
農
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
修
了
し
、
引
き

続
き
5
年
以
上
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
功
労
を
讃
え
、
9
月

5
日
に
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　

　

大
槻 

美
智
子 

さ
ん

　

菱
田 

和
子 

さ
ん

　

沓
川 

絢
子 

さ
ん

　

久
保 

文
子 

さ
ん

　農
作
物
獣
害
防
止
対
策

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
農

業
及
び
農
政
の
現
状
を
中

心
に
、
農
業
者
の
経
営
と

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

購
読
料
：
1
カ
月
７
０
０
円 

　　
郵
送(

新
聞
本
誌)

の
購
読

者
で
あ
れ
ば
、
電
子
版
も

無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
お
近

く
の
農
業
委
員
、
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

QRコードはこちら
4
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一　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ　
　

の
特
徴
と
生
態 

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
加
害
す
る
コ
ナ
ダ
ニ
類

は
数
種
類
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
多
い

の
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
で
す
。

成
虫
は　

～　

㎜
で
、
体
色
は
乳
白
色
、
半

透
明
で
、
胴
部
背
面
に
長
毛
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。 

　

本
虫
は
土
壌
表
面
か
ら
5
㎝
ま
で
、
湿
度

が
高
い
場
所
を
好
ん
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
土
壌
中
の
有
機
物
や
有
機
物
に
発
生

す
る
糸
状
菌
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

堆
肥
な
ど
の
有
機
質
資
材
を
積
極
的
に
使
用

し
た
圃
場
で
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

二　

被
害
の
様
子 

（
一
）
主
な
発
生
時
期 

　

発
生
は
秋
か
ら
春
に
多
く
、
高
温
で
乾
燥

す
る
夏
期
は
被
害
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
土

壌
中
で
増
殖
し
た
本
虫
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
新
芽
部
分
を
食
害
し
ま
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
へ
の
寄
生
は
４
葉
期
頃
か
ら
増
加
し
、
被

害
は
８
葉
期
頃
か
ら
急
増
し
ま
す
。
施
設
栽

培
・
露
地
栽
培
共
に
発
生
し
ま
す
が
、
施
設

栽
培
で
は
虫
の
密
度
が
よ
り
高
ま
る
た
め
、

特
に
、
低
温
時
の
施
設
栽
培
で
大
き
な
被
害

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

  

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
の
防
除

（
二
）
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
へ
の
被
害 

　

葉
の
食
害
に
よ
り
、
小
さ
な
穴
や
こ
ぶ
状

の
小
突
起
が
生
じ
、
正
常
に
展
開
せ
ず
、
光

沢
を
帯
び
た
奇
形
葉
と
な
り
ま
す
。
被
害
が

激
し
い
株
は
、
葉
が
縮
れ
た
よ
う
に
な
っ
て

褐
変
し
、
芯
止
ま
り
と
な
り
生
育
が
抑
制
さ

れ
ま
す
。 

三　

防
除
方
法

（
一
）
化
学
的
防
除

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
で
本
種
に
登
録
の
あ

る
農
薬
は
、
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ネ
コ
ナ

カ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
コ
テ
ツ
ベ
イ
ト
等
が

新
規
農
薬
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
を
使
用
し
た
土
壌
消
毒
や
殺
虫
剤
の

使
用
は
、
最
も
一
般
的
で
、
効
果
が
高
く
、

速
効
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
薬
だ
け

に
頼
っ
た
防
除
で
は
、
一
度
発
生
す
る
と
完

全
に
駆
除
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
時
間
の
経

過
と
共
に
再
び
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
物
理
的
防
除
と
耕
種
的
防
除
を

組
合
わ
せ
た
防
除
方
法
を
推
奨
し
ま
す
。

（
二
）
物
理
的
防
除

　

太
陽
熱
消
毒
は
、
本
種
の
発
生
１
～　

ヶ

月
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
本
種
は
、

卵
・
成
虫
と
も
に
40
℃
で
は
24
時
間
、
45
℃

で
は
３
時
間
、
50
℃
で
は
１
時
間
で
死
滅
し

ま
す
。
夏
場
の
高
温
期
に
、
十
分
に
湿
ら
せ

た
地
表
面
を
透
明
マ
ル
チ
で
被
覆
し
、
土
壌

中
を
高
温
多
湿
状
態
に
し
ま
す
。
太
陽
熱
に

よ
り
土
壌
は
深
さ
20
㎝
程
度
ま
で
40
℃
以
上

の
高
温
と
な
る
た
め
、
本
種
を
死
滅
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
三
）
耕
種
的
防
除

　

本
種
の
増
殖
源
と
な
る
未
熟
な
家
畜
糞
堆

肥
等
の
施
用
は
、
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
使
用
す
る
場
合
に
は
、
十
分
腐
熟
さ
せ

て
か
ら
施
用
し
ま
す
。
ま
た
、
圃
場
の
衛
生

管
理
が
大
切
で
、
前
作
の
残
渣
や
間
引
き
株

は
本
種
の
増
殖
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
圃
場

外
へ
持
ち
出
し
ま
す
。

　　　

早
め
の
対
策
を
行
い
、
品
質
の
良
い
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
を
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

東
京
都
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

電
話　

０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４

0.3

0.7

1.5



　
今
年
の
梅
雨
は
、
六
月
二
十
一
日
に
入
り
七

月
十
八
日
に
明
け
る
非
常
に
短
い
期
間
で
し
た
。 

　

六
月
頃
、
若
い
果
実
が
自
然
に
落
ち
る
こ
と

を
「
ジ
ュ
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
」
と
い
う
そ
う
で
す
。 

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
産
地
、
山
形
か
ら
気
の
毒
な

報
告
が
届
き
ま
し
た
。
出
荷
量
が
大
幅
に
落
ち

込
み
、
昨
年
の
四
割
ほ
ど
に
と
ど
ま
る
地
域
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

五
月
の
下
旬
頃
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く

な
っ
た
頃
に
そ
の
現
象
が
起
こ
り
、
樹
木
が
季

節
を
勘
違
い
し
、
実
の
着
色
が
進
み
成
長
が
止

ま
る
そ
う
で
す
。
小
さ
め
の
実
が
増
え
心
配
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
次
は
高
温
で
売
り
物
に
な
る

実
が
一
気
に
熟
し
、
摘
み
取
る
前
に
傷
ん
で
し

ま
い
育
て
た
果
実
を
自
ら
の
手
で
落
と
し
、
廃

棄
す
る
農
家
の
思
い
は
非
常
に
悲
し
い
こ
と
で

す
。
来
年
の
豊
か
な
実
り
の
復
活
を
願
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。 

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
記
）

【
編
集
委
員
】

　

宮
川
篤
、
井
上
淳
孝
、
阿
部
慎
也

　

下
田
壯
、
宮
本
健
司

【
事
務
局
】

　

羽
村
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
を
「
農

地
管
理
推
進
月
間
」
と
し
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
や
農
地
利
用
に
つ
い
て
の

相
談
業
務
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
法
第
30
条
で
は
、
農
業
委
員

会
は
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
管
理
推

進
月
間
中
で
あ
る
、
10
月
25
日
㈮
に
、

農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
、
都
市
計
画
課
職
員
で
、
特
定
生

産
緑
地
を
含
め
た
全
生
産
緑
地
の
見

回
り
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
肥
培
管
理
の
不
適

切
な
農
地
に
つ
い
て
は
、
指
導
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
指
導
等
に
従
わ

ず
農
地
を
放
置
す
る
と
、
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
対
象
農
地
の
場
合
、
期

限
が
確
定(

納
税
猶
予
打
切
り)

と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
緑
地
制
度
は
、
農
業

の
生
産
に
供
さ
れ
る
土
地
に
認
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
り
、
税
制
面
で
優
遇

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
農
地

の
適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

様
々
な
事
情
で
耕
作
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
難
し
い
場
合
や
、
今
後
の

農
地
利
用
に
つ
い
て
お
考
え
の
方
は
、

農
業
委
員
も
し
く
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6

１１月２日（土）・３日（日）
（午前１０時から午後４時まで）の２日間、
「はむら市民と産業のまつり２０２４」が
Ｓ＆Ｄスポーツパーク富士見（富士見公
園）で開催されます。
農業展では、農産物共進会や野菜を使った
宝船の展示・即売、収穫体験、チャリティ
バザーなどを実施します。
共進会やチャリティバザーへの出品にぜひ
ご協力ください。


